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下隣接周波数帯を使用する無線システムとの共用検討

① 検討対象周波数帯：１６０～１７０ＭＨｚ① 検討対象周波数帯：１６０ １７０ＭＨｚ
対象周波数帯の下限として、「帯域外領域」の下限である中心周波数－２．５×チャネル帯域幅とする。

現在、公共ブロードバンドシステムにおいては、チャネル帯域幅５ＭＨｚが想定されており、最も低い周波
数帯として使用する可能性がある１７０～１７５MHzのチャネルの中心周波数が１７２．５ ＭＨｚであること
から 「帯域外領域」の下限周波数は １７２ ５ＭＨｚ－２ ５×５ＭＨｚ＝１６０ＭＨｚとなるから、「帯域外領域」の下限周波数は、１７２．５ＭＨｚ ２．５×５ＭＨｚ＝１６０ＭＨｚとなる。

② 検討対象周波数帯の代表的なシステムと代表的パラメータ

システム 最大出力 帯域幅システム 最大出力 帯域幅

放送業務用 ５０Ｗ ５．８ｋＨｚ、１６ｋＨｚ、１００ｋＨｚ

広帯域テレメータ １Ｗ ４００ｋＨｚ

ジオ イク（補聴援助 ）

③ 共用検討の基本的な考え方
③－１ 与干渉

ラジオマイク（補聴援助用） １０ｍＷ １０ｋＨｚ，７ｋＨｚ

③－１ 与干渉
「隣接周波数帯における既存の電波利用に対しては、現在、これが高出力の地上アナログテレビジョン

放送と共存していること」(情報通信審議会情報通信技術分科会電波有効利用方策委員会報告(平成19
年6 月27 日))から、公共ブロードバンドシステムの与干渉の影響は極めて小さいと考えられる。具体的

には アナログテレビ４ｃｈとの比較により 下隣接周波数帯を使用する無線システムと共用可能であるこには、アナログテレビ４ｃｈとの比較により、下隣接周波数帯を使用する無線システムと共用可能であるこ
とを示す方向で検討を進める予定。

③－２ 被干渉
OFDM方式が想定される公共ブロードバンドシステムにおいては狭帯域システムからの被干渉は 比較
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OFDM方式が想定される公共ブロードバンドシステムにおいては狭帯域システムからの被干渉は、比較
的、小さく影響は限定的と想定される。


